
令和４年度 戸畑高等専修学校                         令和４年６月１０日 第３号 

本校が目指す教育  

「心身共に健康で自立した社会人の育成」                     文責： 校長  永尾 敦子 

 

                                    

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月行事予定 

日 曜 行 事 な ど 

４ 月 学校見学（福岡市ＫＦＤ） 

８ 金 被服検定1級筆記試験 

12 火 専門委員会 

14 木 
保護者会   

～19日（火） 

20 水 
1学期終業式 

  ７／２１～８／３１（夏季休業日） 

21 木 被服検定１，２級実技試験 

22 金 検定事後作業 

 ６／１４ (火) ６／１５ (水) ６／１６ (木) ６／１７(金) 

校時 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ ２ 

教科 社 会 家 庭 
2年 音楽 

3年 洋裁 
デザイン 英 語 保 体 国 語 数 学 

2年 洋裁 

3年 和裁 
２年 和裁 

２年 明石被服興業株式会社 宇部工場  見学 

毎年２年で行っている職場見学で「明石被服興業株式会社宇部工場」を見学

させていただきました。私たちの制服もお世話になっている工場です。「機械

化されたシステムの規模の大きさや働いている方の熟練した技に、ただただ

驚くばかりでした。 

今年度が本校で最後の工場見学となり、本校を卒業して工場で働いている先

輩の話も聞くことができました。 

職場見学の後は、五月晴れの中、海響館海辺で昼食をとり、海響館を見学して

様々な魚や海洋生物と戯れました。充実の１日となりました。 

Ｃ・Ｆ専修通信  

〇初めて制服を作るところを見てとても驚きました。自分たちの制服がどのよ

うに作られているのか全然知らなかったので知識を深める良い機会になりまし

た。他にも初めて見る機械が多くて「すごいなぁ」と思いました。 

私たちが時間をかけて製作する過程を数分で行っているので「さすが大量生産

だなぁ」と思いました。大量生産でも『一針一心』真心こめて作っていること

を聞いて感動しました。私もこれからの作品作りはこのような気持ちで作りた

いと思いました。 
 

〇とにかくすごく勉強になりました。作業風景もミシンの機械も初めて見るも

のばかりで「本当に人間の手で作られているんだなぁ」 

と改めて実感し大切に着ようと心から思いました。 

また、アイロンの先を素手で触って作業されている人が 

いてびっくりしました。働いている先輩方の話も聞けて 

３月に卒業した先輩が大人っぽく見えました。 

 

〇私たちが思っている以上に工場の方はアイロンかけの 

スピードが速く、印付けをしなくてもまっすぐにきれい 

に縫ったり、専用の機械で芯を貼ったり想像以上にプロ 

の仕事はすごいと思いました。特に私は、接着芯を貼る 

のに時間がかかるのに工場の方はスムーズに早くきれい 

に貼っていてびっくりしました。 

 

〇袖付けやセーラー服のライン付けなどは、印やしつけがないのに手で調節し

ながら縫っていると聞いてびっくりしました。ミシンを縫うスピードも早く生

産効率を上げるため片足踏みではなく、両足でミシンを使いとても速いスピー

ドで少しの無駄もなく、しかも丁寧で確実に作業をしていたので縫製の仕事は

すごいと思いました。 

 

〇案内していただいたスタッフの皆様にはとても感謝しています。わかりやす

い説明で優しくていろいろなことを丁寧に教えて下さいました。また、質問に

も笑顔で答えていただき感謝の気持ちでいっぱいです。私たちも服作り頑張ろ

うと思いました。 

第１回定期考査時間割 

★ いよいよ１学期も終盤！   １４日（火）からは 第１回の定期考査が始まります. 

その後は 被服検定試験が待っています。  １つ１つ頑張っていきましょう!! 

 


